
 

 『アジアの精神に見る企業倫理』 

まえがき  弦間 明（資生堂相談役、本プロジェクト座長） 

  推薦  西原春夫（アジア平和貢献センター理事長、元早大総長） 

序 章  関羽はなぜ商売の神様なのか  竹内実（京都大学名誉教授） 

 第 1 部 アジア発の経営モデルを求めて 

1章  日本の強みと弱み      福川伸次（機械産業記念会会長、元通産事務次官） 

2章  新祖国論 ―反グローバリズム 辻井 喬（作家、詩人、日本中国文化協会会長）  

3章  華僑ビジネス論        遠藤 滋（ハチソンワンポアジャパン代表） 

4章  日本文化の構造        芳賀やすし（評論家、東京工業大学名誉教授）     

5章  中国の品格          高久保豊（日本大学教授） 

第 2 部 日本の経営者に学ぶ 

1章  大倉喜八郎に学ぶ     村上勝彦（東京経済大学学長） 

2章  渋沢栄一に学ぶ      井上 潤（渋沢栄一資料館館長） 

3章  二宮尊徳に学ぶ      小林惟司（千葉商科大学教授） 

4章  小林一三、藤原銀次郎、松永安佐衛門に学ぶ 行安 茂（岡山大学名誉教授） 

5章  大原孫三郎に学ぶ企業人の社会貢献 兼田麗子（早稲田大学日本研究所准教授） 

6章  恩田木工に学ぶ      辻井 喬（作家、詩人、日本中国文化協会会長） 

あとがき  川西重忠（桜美林大学大学院教授、北東アジア総合研究所所長） 

 

 『満蒙の新しい地平線』 ―衞藤瀋吉先生追悼号 

 まえがき  田中克彦 （一橋大学名誉教授） 

1 部 衞藤瀋吉先生追悼特集 
１ 東北地域の今日的意義（最終講演）   衞藤瀋吉（東京大学名誉教授） 

２．奉天の衞藤瀋吉先生          千葉先生（奉天第 1 中学校同級生） 

３．瀋陽千代田小学校と衞藤瀋吉先生    遠藤和子（千代田小学校同窓会会長） 

４．衞藤瀋吉先生と満蒙研究プロジェクト  川西重忠（桜美林大学教授） 

５．方正公墓と衞藤瀋吉先生      大類先生（方正会事務局長） 
６．父と満州 ―衞藤瀋吉と安部公房   木村陽子（早稲田大学大学院研究生） 
Ⅱ 満蒙研究 
１．モンゴルをノモンハン戦争から読み解く  田中克彦（一橋大学名誉教授） 

２．ノモンハン事件             小林英夫（早稲田大学教授） 

３．モンゴルの愛国詩人 サイチンガの生涯  バイカル（桜美林大学准教授） 

４．満州の時代図と宗教政策         槻木雅夫（同朋大学名誉教授） 



５．日本統治時代の教育           木村 陽子（早稲田大学研究生） 

６．張家口と幻の蒙キョウ政府        北川 昌（張家口協会会長） 

三部 資料集                佐々木隆地（事務局） 

あとがき      川西重忠 

 

桜美林大学北東アジア総合研究所  北東アジア研究叢書 

 『大転換期の中国環境戦略』 

まえがき  大野木昇司 

第1章  中国の環境行政の動向       杉本勝利（参議院調査室長） 

第2章  中国の環境行政         大野木昇司（日中環境協力センター代表） 

第3章  中国環境ビジネスの実際とその対応  同 上 

第4章  中国環境経営の取り組み       同 上 

第5章  中国の環境エネルギー産業     渡辺 陽（日中自動車協議会理事長） 

第6章  中国の自動車産業          同上 

第7章  中国の家電業界に見る環境経営   陳 静 （桜美林大学大大学院博士課程） 

第8章  エバラの環境事業 海外展開    松原宏幸（荏原製作所名誉会長） 

あとがき  川西重忠 

                  

 『司馬遼太郎と日露戦争 坂の上の雲特集 第 2 号』 

まえがき  川西重忠 

1章  ロシアから見た日本海海戦          サルキソフ（山梨学院大学教授） 

2章  日露戦争に見る日本と世界の教科書      平間洋一（防衛大学名誉教授） 

3章  カナダトロントのメデイアから見た日露戦争  松村正義（帝京大学名誉教授） 

4章  フランス語新聞に掲載の日露戦争記事発見記  川西重忠（桜美林大学教授） 

5章  満州研究と司馬遼太郎からの一枚のはがき   山室信一（京都大学教授） 

6章  司馬作品と私                篠田正浩（早稲田大学特命教授） 

7章  国木田独歩と日露戦争            黒岩ひさ子（作家） 

8章  日本海海戦と東郷平八郎           関川夏央（作家） 

9章  司馬作品を経営に生かして          花谷 修（オーケー化成社長） 

あとがき  川西重忠 

 

上記内容は、最終版でない部分もあります。お含みおきのうえご海容ください。 

                                    以 上 


